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は
じ
め
に

　

恋
川
春
町
は
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
か
ら
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年

の
間
に
、
計
三
十
二
作
品
の
黄
表
紙
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
署
名
を

有
す
る
も
の
が
二
十
七
作
品
（
便
宜
的
に
黄
表
紙
体
裁
小
噺
本
『
春
遊
機

嫌
話
』
を
含
め
て
い
る
）、
無
署
名
な
る
も
絵
柄
や
字
癖
な
ど
に
よ
り
春

町
作
と
認
定
さ
れ
る
も
の
五
作
品
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
春
町
没
後

の
寛
政
十
（
一
七
九
九
）
年
に
は
「
故
人
恋
川
春
町
遺
稿
」
と
記
さ
れ
た

『
須
臾
之
間
方
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
春
町
の
作
風
と
は
明
ら
か
に

春
町
作
黄
表
紙
の
成
立
考

中
村
正
明

異
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
別
人
作
と
の
評
価
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ

で
当
該
作
の
真
偽
は
爾
後
の
考
察
を
俟
つ
こ
と
に
し
て
、
本
論
文
で
は
省

い
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

著
名
な
黄
表
紙
作
者
の
中
で
は
、
春
町
の
著
作
数
は
決
し
て
多
い
方
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
朋
誠
堂
喜
三
二
と
と
も
に
、
常
に
黄

表
紙
界
の
牽
引
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
春
町
は
意
欲
的
な
趣
向
の
作

品
を
世
に
出
し
続
け
た（
１
）。
そ
れ
ら
の
作
品
譜
を
以
下
に
挙
げ
た
い
。

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年

○
『
春は
る
あ
そ
ひ
き
け
ん
は
な
し

遊
機
嫌
話
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）
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○
『
金き
ん
き
ん
せ
ん
せ
い
ゑ
い
ぐ
わ
の
ゆ
め

々
先
生
栄
花
夢
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

安
永
五
（
一
七
七
六
）
年

○
『
高か
う
ま
ん
さ
い
あ
ん
ぎ
や
に
つ
き

慢
斎
行
脚
日
記
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
う
ど
ん

そ

ば
化ば
け
も
の
お
ほ
ゑ
や
ま

物
大
江
山
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
唐か
ら
や
ま
と
が
で
ん
か
ゞ
ミ

倭
画
伝
鑑
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
古
今
名
筆
其そ
の
へ
ん
ほ
う
は
け
も
の
ば
な
し

返
報
怪
談
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

○
『
三
ミ
ま
す
ま
す
う
ろ
こ
の
は
じ
め

升
増
鱗
祖
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

安
永
七
（
一
七
七
八
）
年

○
『
三さ
ん
ぷ
く
つ
い
む
ら
さ
き
そ
が

幅
対
紫
曾
我
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
辞
こ
と
ば
た
ゝ
か
ひ
あ
た
ら
し
い
の
ね

闘
戦
新
根
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
芋い
も
た
ら
う
へ
に
つ
き
は
な
し

太
郎
屁
日
記
咄
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
間ま
ち
が
い
く
る
わ
あ
そ
び

違
曲
輪
遊
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年

○
『
妖ば
け
も
の
し
う
ち
ひ
や
う
ば
ん
き

怪
仕
内
評
判
記
』（
無
署
名
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
腹は
ら
の
ミ
や
こ
し
よ
く
も
つ
か
つ
せ
ん

京
師
食
物
合
戦
』（
無
署
名
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
甚じ
ん
ざ
も
み
の
ゆ
ら
い

三
紅
絹
由
来
』（
無
署
名
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年

○ 

『
金
々
先
生

後
日
夢
不
物
好
持
た
が
病
』（
無
署
名
、
但
し
本
文
中
に
春
町

と
の
言
及
あ
り
・
蔦
屋
重
三
郎
か
）

天
明
元
（
一
七
八
一
）
年

○
『
無
題
記
』（
無
署
名
・
蔦
屋
重
三
郎
か
）

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年

○
『
跡
を
老
松

東
へ
飛
梅
我わ
れ
た
の
む
ひ
と
の
ま
こ
と

頼
人
正
直
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

○
『
何
処
の
紺
屋

で
染
た
や
ら
雛ひ
な
が
た
い
き
ま
な
つ
ら

形
意
気
真
顔
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年

○
『
悪あ
く

抜ぬ
き

正せ
う

直じ
き

曾そ

我が

』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
金き
ん
ざ
ん
じ
だ
い
こ
く
で
ん
き

山
寺
大
黒
伝
記
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
廓さ
と
の
ば
か
む
ら愚

費む
だ
じ
づ
く
し

字
尽
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

○
『
浦
島
が
帰
郷

八
島
の
入
水
猿さ
る
か
に
と
を
い
む
か
し
ば
な
し

蟹
遠
昔
噺
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

○
『
通つ
う
げ
ん
し
ん
だ
い
の
ま
き

言
神
代
巻
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
宝
船
福
正
夢
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
節せ
つ
き
や
き
よ
う

季
夜
行
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

天
明
四
（
一
七
八
四
）
年

○
『
吉き
び
の
よ
い
に
つ
ほ
ん
の
ち
ゑ

備
能
日
本
智
恵
』（
鶴
屋
喜
右
衛
門
）

○
『
吉よ
し
わ
ら
だ
い
つ
う
ゑ

原
大
通
会
』（
岩
戸
屋
源
八
）

○
『
其
そ
の
む
か
し
り
う
じ
ん
は
な
し

昔
龍
神
噂
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
『
夫
ハ
本
歌

是
ハ
狂
歌
萬ま
ん
さ
い
し
う
ち
よ
ひ
ら
い
れ
き

載
集
著
微
来
歴
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年

○
『
大
通
箱
入
之
疳
癪
』（
未
刊
行
）
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天
明
八
（
一
七
八
八
）
年

○
『
悦よ

ろ
こ
ん
ぶ
ひ
い
き
の
え
ぞ
を
し

贔
屓
蝦
夷
押
領
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

○
『
鎌
か
ま
く
ら
た
い
へ
い
の
い
と
ぐ
ち

倉
太
平
序
』（
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年

○
『
鸚お
う
む
が
へ
し
ぶ
ん
ぶ
の
ふ
た
ミ
ち

鵡
返
文
武
二
道
』（
蔦
屋
重
三
郎
）

寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年

○
『
須ち
よ
ん
の
ま
ほ
う

臾
之
間
方
』（
遺
稿
・
蔦
屋
重
三
郎
）

　

右
一
覧
を
見
る
と
、
十
四
年
間
に
わ
た
る
活
動
期
間
に
お
い
て
二
度
の

活
動
空
白
期
間
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
安
永
八
～
九
年
と
天
明

五
～
七
年
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
休
止
の
明
確
な
理
由
を
示
す
史
料

や
文
章
を
見
出
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
者
は
鱗
形
屋
孫
兵
衛
の
出

版
活
動
休
止
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
り
そ
の
影
響
と
言
わ
れ
て
い

る（
２
）。

ま
た
、
後
者
に
は
い
ま
だ
有
力
な
説
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
て
幾
つ
か
の
文
学
史
上
の
謎
を
遺
し
て
い
る
。
ひ

と
つ
は
無
署
名
作
品
の
存
在
、
も
う
ひ
と
つ
は
成
立
・
刊
年
不
明
作
品
の

存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
多
分
に
相
互
関
係
的
な
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
特
に
春
町
作
黄
表
紙
の
う
ち
、
刊
行
時
期
が
不
明
で
あ
っ
た

り
、
成
立
に
問
題
が
認
め
ら
れ
る
作
品
に
つ
い
て
、
情
報
を
整
理
し
て
考

察
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

一
、
春
町
作
品
成
立
・
刊
行
に
関
す
る
先
行
研
究

（
１
）
無
署
名
作
品
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
り
考
察
・
指
摘
さ
れ

て
き
た
情
報
に
つ
い
て
、
簡
便
に
集
約
・
整
理
を
し
て
提
示
し
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

　

春
町
の
無
署
名
作
品
に
つ
い
て
は
一
覧
に
も
附
記
し
た
が
、
春
町
独
特

の
個
性
的
な
絵
柄
（
人
物
造
型
・
顔
立
ち
な
ど
）
を
有
す
る
と
と
も
に
、

や
は
り
個
性
的
な
ま
る
ま
る
と
し
た
字
癖
の
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
古
く

か
ら
春
町
作
品
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る（
３
）。

具
体
的
に
は

以
下
の
五
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

○
『
妖
怪
仕
内
評
判
記
』

　

○
『
腹
京
師
食
物
合
戦
』

　

○
『
甚
三
紅
絹
由
来
』

　

◯
『
不
物
好
持
た
が
病
』

　

◯
『
無
題
記
』

　

は
じ
め
の
三
作
品
は
板
元
の
商
標
が
不
自
然
に
削
ら
れ
る
と
と
も
に
、

あ
か
ら
さ
ま
に
作
者
署
名
も
削
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
鱗
形
屋
の
瓦
解
に
伴
う
処
置
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
先
賢
の
指
摘
す
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る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
く
か
ら
書
目
年
表
類
に
お
い
て
す
で
に
こ
れ
ら
は

春
町
作
品
と
批
定
さ
れ
て
い
る（
４
）。

後
の
二
作
品
は
事
情
が
異
な
り
、
鱗
形

屋
の
休
業
に
併
せ
る
よ
う
に
自
作
黄
表
紙
の
刊
行
を
止
め
て
い
た
春
町

が
、
別
板
元
（
蔦
屋
重
三
郎
と
推
定
）
に
請
わ
れ
て
袋
入
本
と
し
て
上
梓

し
た
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。
無
署
名
の
理
由
は
、
休
業
中
の
鱗
形
屋
に
斟

酌
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。

（
２
）『
春
遊
機
嫌
話
』・『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
の
刊
行
時
期

　

続
い
て
、
成
立
・
刊
年
不
明
作
品
に
つ
い
て
。

　

黄
表
紙
の
刊
年
を
確
定
す
る
証
左
と
な
る
絵
題
簽
の
存
在
か
ら
多
く
の

春
町
作
品
は
刊
年
が
判
明
し
て
い
る
が
、
特
殊
な
絵
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て

い
た
り
、
絵
題
簽
の
剥
落
・
有
無
な
ど
に
よ
り
刊
年
不
明
の
諸
作
も
残
存

し
て
い
る
。
ま
た
袋
入
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
場
合
は
最
初
か
ら
絵
題
簽

が
な
く
、
作
中
に
刊
年
を
指
し
示
す
要
素
が
な
い
限
り
成
立
・
刊
年
を
確

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
作
品
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
、
諸

要
素
を
丹
念
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、幾
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
成
立
・

刊
年
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
下
、
春
町
作
品
の
う
ち
、
成
立
・
刊
年
を
検
討
し
た
数
作
品
に
絞
っ

て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
彼
の
黄
表
紙
初
作
で
あ
る
『
金
々
先

生
栄
花
夢
』
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

長
ら
く
定
説
が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
安
永
四
年
の
春
町
の
二
作
品
『
春

遊
機
嫌
話
』
と
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
の
刊
行
の
先
後
に
つ
い
て
、
先
年
、

拙
稿
「『
春
遊
機
嫌
話
』
序
文
を
め
ぐ
っ
て　

─
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』

と
の
関
わ
り
─（
６
）」
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
た
。
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
と

し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
諦
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
、
春
町
作
品

の
成
立
時
期
に
関
す
る
一
考
察
の
前
置
き
と
し
た
い
。
詳
細
は
右
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

従
来
、
安
永
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表
紙
体
裁
噺
本
『
春
遊
機
嫌
話
』

と
黄
表
紙
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
刊
行
の
先

後
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

　

①
『
金
々
先
生
』
正
月
刊
行
・『
春
遊
』
後
時
刊
行
説
（
浜
田
義
一
郎（
７
））

　

②
『
金
々
先
生
』・『
春
遊
』
正
月
同
時
刊
行
説
（
宮
永
啓
子（
８
））

　

③
『
金
々
先
生
』
夏
・
秋
刊
行
説
（
浜
田
義
一
郎
・
再（
９
））

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
私
は
（
３
）
浜
田
再
説
を

推
す
と
と
も
に
『
春
遊
』
正
月
刊
行
説
を
加
え
た
。
浜
田
再
説
は
、
何
よ

り
国
会
本
『
半
日
閑
話
』
安
永
五
年
正
月
記
事
の
南
畝
自
身
に
よ
る
欄
外

書
き
込
み
「
去
年
夏
か
秋
の
頃
絵
草
紙
二
冊
出
る
。
金
々
先
生
栄
花
夢
と

云
名
也
。
此
絵
草
紙
よ
り
風
を
変
ず
。」
を
根
拠
と
し
て
お
り
、
春
町
と

同
時
代
の
南
畝
の
言
葉
が
明
確
な
証
左
と
成
り
得
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付

け
る
た
め
、『
金
々
先
生
』
巻
末
に
附
さ
れ
た
「
未
正
月
新
版
目
録
」（
十
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ウ
）
に
注
目
し
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
書
目
の
う
ち
現
存
す
る
十
三
作
品

の
諸
本
に
は
当
該
新
版
目
録
が
全
く
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
こ
か
ら
、
安
永
四
年
正
月
刊
行
の
諸
作
よ
り
も
『
金
々
先
生
』
の

刊
行
が
遅
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
年
中
の
鱗
形
屋
刊
行
作
を
書
目
と
し
て

ま
と
め
る
形
で
、『
金
々
先
生
』
に
新版
目
録
が
附
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
た
。

　

ま
た
『
春
遊
機
嫌
話
』
は
、
外
題
中
に
「
春
遊
」
と
い
う
正
月
を
表
わ

す
言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
収
録
さ
れ
た
全
十
話
の
う
ち
七
話
が
正
月

の
庶
民
の
年
中
行
事
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
噺
で
あ
る
こ
と
と
、
春
町
自

身
に
よ
る
序
文
に
「
此こ
の
は
る春
の
な
く
さ
み
と
此
一
冊
を
頓ず
い
あ
ん
じ考の
頓ず
い
が
き写
と
書
か

け
ぬ
」（
上
ノ
一
オ
）
と
あ
り
、
巻
末
の
鱗
形
屋
口
上
に
「
安
永
四
歳　

未
正
月
」（
下
ノ
五
ウ
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
、

正
月
刊
行
で
あ
る
と
し
た
。

　

つ
ま
り
、安
永
四
年
正
月『
春
遊
機
嫌
話
』刊
行
、同
年
夏
・
秋
頃『
金
々

先
生
栄
花
夢
』
刊
行
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
拙
稿
に
お
い
て

は
二
作
品
の
関
係
性
を
更
に
考
察
し
た
が
、こ
こ
で
は
省
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
３
）『
不
物
好
持
た
が
病
』・『
無
題
記
』
の
刊
行
時
期

　

こ
こ
で
は
、『
不
物
好
持
た
が
病
』
と
『
無
題
記
』
に
つ
い
て
、
す
で

に
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
き
た
刊
行
時
期
に
関
す
る
諸
説
を
記
す
が
、
い
ず

れ
も
『
黄
表
紙
総
覧
』
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
考
察
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
引
く
形
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
は
『
不
物
好
持
た
が
病
』
に
つ
い
て
。
本
書
は
袋
入
本
体
裁
で
刊

行
さ
れ
た
た
め
、
当
初
か
ら
絵
題
簽
は
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る

が
、
作
中
に
も
刊
年
を
明
示
す
る
要
素
は
見
当
た
ら
な
い
。
か
か
る
本
作

品
の
刊
年
と
し
て
、
安
永
八
年
、
同
九
年
、
天
明
元
年
の
三
説
が
提
示
さ

れ
て
き
た）

（1
（

。
棚
橋
氏
は
『
黄
表
紙
総
覧
』
に
お
い
て
安
永
九
年
の
条
に
収

め
た
う
え
で
、
三
説
を
簡
便
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
、
園
田
豊

氏
の
述
べ
た
「
一
丁
オ
モ
テ
の
挿
絵
が
蔵
の
中
の
千
両
箱
に
白
鼠
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
安
永
九
年
子
歳
の
刊
行
」
で
あ
る
点
と
し
て
い

る
。
ま
た
安
永
九
年
に
は
蔦
屋
重
三
郎
か
ら
幾
つ
も
の
袋
入
本
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
も
そ
れ
ら
と
同
類
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

補
っ
て
い
る）

（（
（

。

　

次
に
『
無
題
記
』
に
つ
い
て
。
従
来
諸
年
表
類
に
お
い
て
安
永
八
年
の

条
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ
の
刊
年
に
は
別
説
は
な
か
っ
た
が
、
浜

田
義
一
郎
が
日
本
古
典
文
学
全
集
『
黄
表
紙 

川
柳 

狂
歌
』
解
題
で
天
明

元
年
説
を
提
示
し
た）

（1
（

。
そ
の
根
拠
は
「
天
明
二
年
刊
行
の
京
伝
の
『
御
存

商
売
物
』
に
天
明
元
年
刊
行
の
黄
表
紙
・
洒
落
本
と
並
ん
で
本
書
の
評
が

載
る
と
こ
ろ
か
ら
、
従
来
の
安
永
八
年
説
よ
り
遅
れ
て
天
明
元
年
の
刊
行

で
は
な
か
っ
た
か
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
田
敏
彦
氏
が
述
べ
る
画
風
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の
変
遷
か
ら
推
し
て
天
明
元
年
刊
行
と
す
る
説
も
援
用
し
て
い
る）

（1
（

。
こ
れ

ら
を
否
定
す
る
新
た
な
説
は
そ
の
後
出
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
蔦
屋
刊
行
作
と
さ
れ
る
二
作
は
、
安
永
九
年
に
『
不
物
好
持

た
が
病
』、
天
明
元
年
に
『
無
題
記
』
と
、
段
階
的
に
出
版
さ
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

以
下
の
二
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
は
あ
っ
た
も
の
の
詳
細
が
記
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
其
昔
龍
神
噂
』
と
、
成
立
時
期
に
関
し
て
ほ
ぼ
言

及
の
な
か
っ
た
『
悪
抜
正
直
曾
我
』
の
二
作
品
に
つ
い
て
、
解
題
も
併
せ

て
具
体
的
に
詳
説
を
試
み
た
い
。

二
、『
其
昔
龍
神
噂
』
の
成
立
時
期

　
『
其そ
の

昔む
か
し

龍り
う
じ
ん神

噂は
な
し』

は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
鱗
形
屋
孫
兵
衛
か

ら
二
巻
二
冊
で
板
行
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀

文
庫
所
蔵
本
に
遺
る
絵
題
簽
は
、
天
明
四
年
鱗
形
屋
の
統
一
意
匠
（
干
支

の
龍
の
絵
を
背
景
と
し
て
長
方
形
の
中
に
挿
絵
）
で
あ
り
、
当
年
に
刊
行

さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

本
作
品
の
影
印
・
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
表
紙
『
其
昔
龍
神
噂
』

翻
刻
と
注
釈
」
に
備
わ
る）

（1
（

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
の
論
も
右
資
料
解

題
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

　

梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

都
で
金
貸
し
を
営
む
座
頭
瀬
戸
都
は
、
近
所
の
四
国
屋
武
兵
衛
に
大
金

を
貸
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
武
兵
衛
の
誘
い
で
嶋
原
遊
廓
に
遊
び
、
松
田

屋
の
女
郎
加
茂
川
と
馴
染
む
。
加
茂
川
に
上
り
つ
め
た
瀬
戸
都
は
た
ち
ま

ち
揚
代
が
か
さ
み
、
武
兵
衛
に
金
を
返
済
す
る
よ
う
に
言
う
が
逃
げ
ら
れ

て
し
ま
う
。
途
方
に
暮
れ
た
瀬
戸
都
の
許
に
旅
僧
が
訪
れ
食
事
を
も
て
な

し
た
と
こ
ろ
、僧
は
瀬
戸
都
を
助
け
る
と
い
う
。僧
は
琵
琶
湖
の
水
神
で
、

龍
王
の
息
子
が
新
龍
宮
遊
廓
の
女
郎
乙
姫
に
馴
染
み
、
父
龍
王
の
勘
気
を

蒙
っ
た
の
で
救
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
瀬
戸
都
と
水
神
は
琵
琶
湖
に
向
か

う
。新
龍
宮
で
は
息
子
龍
王
が
乙
姫
と
密
会
し
て
い
る
が
、そ
の
様
子
を
、

乙
姫
に
心
を
か
け
る
百
足
が
見
て
い
る
。
揚
屋
に
揚
代
を
催
促
さ
れ
る
息

子
を
百
足
が
助
け
る
が
、
そ
の
夜
登
楼
し
た
百
足
は
乙
姫
に
迫
る
。
止
め

に
入
っ
た
息
子
は
、
逆
に
縛
り
上
げ
ら
れ
庭
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ

に
天
上
の
湖
面
か
ら
瀬
戸
都
が
金
を
降
ら
せ
る
。
息
子
に
加
勢
し
た
瀬
戸

都
と
水
神
は
、
百
足
に
唾
を
吐
き
か
け
て
退
治
す
る
。
一
同
は
父
龍
王
に

詫
び
を
入
れ
る
。
都
に
戻
っ
た
瀬
戸
都
は
父
龍
王
の
教
え
に
従
っ
て
金
貸

し
に
励
み
、
大
金
持
ち
と
な
っ
て
栄
え
た
。

　

本
作
品
は
、
座
頭
金
を
営
む
瀬
戸
都
を
主
人
公
に
し
て
、
彼
が
嶋
原
の

遊
女
加
茂
川
に
は
ま
り
金
に
苦
し
む
話
と
、
龍
神
の
息
子
が
新
龍
宮
の
遊

女
乙
姫
に
は
ま
る
話
を
結
び
付
け
て
綴
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
浄
瑠
璃
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『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
の
梅
が
枝
の
挿
話
や
昔
話
「
猿
の
生
胆
（
海
月
骨

な
し
）」、
当
世
の
流
行
、
巷
談
巷
説
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
い
く
。

　

作
品
の
核
と
な
る
世
界
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鈴
木
暢
幸
が
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

…
…
安
永
四
年
に
吉
原
の
遊
女
松
葉
屋
瀬
川
が
鳥
山
検
校
と
い
ふ
金

貸
座
頭
に
請
出
さ
れ
た
事
件
を
当
て
込
ん
だ
作
で
、
洒
落
本
の
『
当

世
虎
之
巻
』安　
永

七
年
刊
と
同
じ
事
件
を
脚
色
し
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

所
謂
際
物
黄
表
紙
の
一
例
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る）

（1
（

。

　

主
人
公
の
瀬
戸
都
と
遊
女
加
茂
川
に
は
モ
デ
ル
と
し
て
、
安
永
期
の
江

戸
に
実
在
し
、
名
の
知
ら
れ
た
鳥
山
検
校
と
新
吉
原
の
遊
女
瀬
川
を
批
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
指
摘
は
、
森
銑
三
『
黄
表
紙
解
題）

（1
（

』
と
水

野
稔
『
古
典
文
庫　

黄
表
紙
集
Ⅰ）

（1
（

』
の
解
題
に
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、鳥
山
検
校
と
瀬
川
は
な
ぜ
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

鳥
山
検
校
は
座
頭
金
を
営
み
、
江
戸
市
中
で
権
勢
を
振
る
っ
た
当
道
の

者
で
あ
っ
た
。『
明
和
誌
』
に
は
「
…
此
頃
瀬
戸
物
町
に
住
居
し
て
鳥
山

検
校
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
手
び
ろ
く
高
利
貸
を
か
し
、
至
て
の
富
豪
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
そ
の
奢
侈
の
ほ
ど
は
、『
過
眼
録
』
に
「
一
、
家
財

の
外
、
有
金
廿
両
、
貸
金
一
万
五
千
両
、
所
持
の
町
屋
敷
一
ヶ
所
」
と
記

録
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
鳥
山
検
校
に
限
ら
ず
贅
沢
に
耽
っ
た
座
頭
・
勾
当
ら
は

数
多
く
、
彼
ら
の
行
い
は
遊
廓
で
の
遊
興
に
も
及
び
、「
…
都
て
壹
両
年

已
来
検
校
勾
当
の
く
つ
わ
や
に
あ
そ
ぶ
事
平
日
の
様
に
成
、
公
然
と
し
て

人
の
目
を
憚
ら
ず
、
松
の
内
、
五
節
句
、
月
見
等
ま
で
、
お
ほ
か
た
は
座

頭
の
客
人
な
り
と
い
ひ
あ
へ
り
」（『
譚
海
』
巻
二
）
と
い
う
ま
で
に
な
っ

た）
11
（

。
そ
ん
な
中
で
ひ
と
際
注
目
を
集
め
た
の
が
鳥
山
検
校
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
安
永
四
年
に
新
吉
原
江
戸
町
一
丁
目
の
大
店
松
葉
屋
の
遊
女

瀬
川
を
数
千
両
で
身
請
け
し
た
か
ら
で
あ
る
。
大
田
南
畝
『
半
日
閑
話
』

巻
十
三
、
安
永
四
年
の
記
事
に
は
「
…
又
吉
原
松
葉
屋
瀬
川
と
い
へ
る
妓

を
鳥
山
検
校
う
け
出
せ
し
と
い
ふ
事
当
年
の
是
沙
汰
な
り
」
と
記
さ
れ
て

お
り）

1（
（

、『
譚
海
』
巻
二
に
も
「
鳥
山
検
校
と
云
も
の
、
遊
女
瀬
川
と
い
ふ

を
受
出
し
、
家
宅
等
の
侈
り
も
過
分
至
極
せ
る
…
」
と
あ
る
。
大
層
評
判

に
な
っ
た
高
利
貸
し
の
検
校
に
よ
る
人
気
遊
女
の
身
請
け
に
加
え
て
、
安

永
七
年
に
は
更
に
大
事
件
が
起
こ
っ
た
。
座
頭
金
に
よ
る
大
き
な
借
金
を

抱
え
た
旗
本
が
夜
逃
げ
を
し
て
、
後
に
不
当
な
高
利
貸
し
の
実
態
が
露
顕

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
、『
過
眼
録
』
及
び
中
山
太
郎
『
日
本
盲

人
史）

11
（

』に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
鳥
山
を
含
め
て
十
名
を
遥
か
に
超
え
る
検
校
・
勾
当
ら
が
検
挙
、
入
牢

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

事
件
が
大
き
く
世
評
に
上
る
と
、
す
ぐ
に
こ
の
騒
動
に
取
材
し
た
景
物

的
戯
作
が
発
売
さ
れ
た
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、
田
螺
金
魚
作
洒

落
本
『
契け
い
せ
い
か
い
と
ら
の
ま
き

情
買
虎
之
巻
』（
安
永
七
年
刊
）
で
、
事
件
と
同
年
中
の
刊
行
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で
あ
っ
た
。当
該
洒
落
本
は
評
判
が
良
く
、そ
の
後
何
度
も
版
を
重
ね
た
。

ま
た
、
安
永
七
年
中
に
は
歌
舞
伎
芝
居
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。『
歌

舞
伎
年
表
』
に
は
、
当
年
正
月
中
村
座
『
國
か
い
だ
う
い
ろ
や
は
ら
ぎ
そ
が

色
和
曽
我
』
の
記
事
の
う
ち

に
「
…
二
番
目
、「
二
人
与
作
」
へ
「
鳥
山
検
校
瀬
川
」
を
仕
く
む
。
此

狂
言
中
検
校
処
刑
ゆ
ゑ
、
別
て
大
入
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
市
中
の

大
事
件
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
（
な
お
、『
歌

舞
伎
年
表
』
安
永
七
年
の
記
事
中
に
は
「
鳥
山
検
校
瀬
川
事
件
」
が
詳
述

さ
れ
て
い
る）

11
（

）。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
数
多
く
の
鳥
山
瀬
川
を
モ
デ
ル
に
し
た
戯
作
が
蔟
生

さ
れ
て
い
っ
た
。

・ 

黄
表
紙　

作
者
不
明
『
吉く
る
わ
ば
な
し
ミ
そ
か
の
つ
き
き

原
語
晦
日
月
』（
安
永
七
年
刊
）

・ 

黄
表
紙　

伊
庭
可
笑
『
姉
あ
ね
ハ
に
ぢ
う
い
ち
い
も
う
と
の
こ
ひ
む
こ

二
十
一
妹
恋
聟
』（
安
永
八
年
刊
）

・ 

黄
表
紙　

市
場
通
笑
『
盲
め
く
ら

仙せ
ん
に
ん人

目め
あ
き明

仙せ
ん
に
ん人

』（
安
永
八
年
刊
）

・ 

黄
表
紙　

山
旭
亭
真
婆
行
『
鳳ほ
う
わ
う
ぞ
め
ご
さ
ん
の
き
り
や
ま

凰
染
五
三
桐
山
』（
享
和
四
年
刊
）

・ 

合　

巻　

柳
亭
種
彦
『
千ち
せ
が
わ
い
ち
だ
い
き

瀬
川
一
代
記
』（
文
政
二
年
刊
）

・
合　

巻 

市
川
三
升
『
ぬ
し
や
誰た
れ
と
へ
ど
し
ら
ふ
じ

問
白
藤
』（
文
政
十
一
年
刊
）

　

高
木
元
氏
は
「
鳥
山
瀬
川
の
後
日
譚
」
に
お
い
て
、
同
時
代
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
が
一
つ
の
文
学
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
述

べ
、
瀬
川
の
そ
の
後
を
描
く
後
日
譚
と
し
て
作
ら
れ
た
戯
作
群
に
つ
い
て

も
言
及
、
詳
述
し
て
い
る）

11
（

。

・ 

黄
表
紙　

十
返
舎
一
九
『
五
三
桐
山　

後か
う
へ
ん
あ
と
ぎ
い
し
や
う

編
跡
着
衣
装
』（
享
和
四
年
刊
）

・ 

黄
表
紙　

十
返
舎
一
九『
五
三
桐

山
三
編　

操
ミ
さ
ほ
ぞ
め
こ
ゝ
ろ
の
ひ
な
が
た

染
心
雛
形
』（
文
化
二
年
刊
）

・ 

人
情
本　

為
永
春
水
『
当た
う
せ
い
と
ら
の
ま
き

世
虎
之
巻
後か
う
へ
ん編
』（
文
政
九
年
刊
）

　

さ
て
、
話
が
作
品
世
界
の
掘
り
下
げ
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
実
は
こ
の
作
品
世
界
そ
の
も
の
が
本
作
の
成
立
時
期
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
。

　
『
其
昔
龍
神
噂
』
も
ま
た
鳥
山
瀬
川
を
題
材
に
採
っ
た
作
品
で
あ
る
と

す
る
と
、
刊
行
が
天
明
四
年
で
あ
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
不
信
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
安
永
四
年
の
瀬
川
の
落
籍
、
安
永
七
年
の
鳥
山
検
校
の
検

挙
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
い
さ
さ
か
時
間
が
経
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
鳥
山
瀬
川
も
の
の
『
契
情
買
虎
之
巻
』
も
『
吉

原
語
晦
日
月
』
も
事
件
が
起
き
た
同
年
、
安
永
七
年
中
に
際
物
戯
作
と
し

て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
や
や
遅
れ
た
『
姉
二
十
一
妹
恋
聟
』、『
盲
仙
人
目

明
仙
人
』
で
さ
え
翌
八
年
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
か
な
り
の
年
月
を

経
て
、
黄
表
紙
末
期
か
ら
合
巻
期
に
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
復
活
し
た
こ
と
は

確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
の
天
明
・
寛
政
期
に
は
全
く
鳥
山
瀬
川
も
の
は

全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
空
白
期
に
本
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
は
大
き
な
違
和
感
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

実
は
こ
の
問
題
は
、
す
で
に
宮
永
啓
子）

11
（

や
井
上
隆
明）

11
（

ら
も
指
摘
し
て
お

り
、
水
野
稔
は
『
古
典
文
庫　

黄
表
紙
集
Ⅰ
』
解
題
に
お
い
て
考
察
を
加
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え
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
棚
橋
正
博
は
『
黄
表
紙
総
覧　

前
編
』
に
お
い
て
情
報
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
年
注
釈
を
施
す

に
あ
た
り
調
査
し
た
こ
と
、
追
認
し
た
こ
と
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
改
め
て

作
中
の
鳥
山
瀬
川
以
外
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ら
諸
要

素
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
一
点
目
。
作
中
四
丁
表
の
場
面
に
注
目
し
て
み
る
。
瀬
戸
都
が

一
宿
一
飯
を
振
る
舞
っ
た
旅
僧
が
、
実
は
琵
琶
湖
の
水
神
で
あ
っ
た
と
い

う
挿
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
水
野
の
指
摘
に
拠
る
と
、
安
永
五
年
秋
に
人

び
と
の
口
の
端
に
上
っ
た
巷
説
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
確
か
に
大

田
南
畝
『
半
日
閑
話
』
安
永
五
年
の
条）

11
（

に
「
九
月
、
此
節
水
海
神
の
訛
言

有
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

京
三
条
通
旅
籠
屋
に
大
な
る
僧
壱
人
来
て
、
米
弐
升
炊
せ
て
食
ひ
出

行
。
主
人
不
思
議
に
お
も
ひ
跡
よ
り
付
て
行
を
見
て
振
返
り
、
わ
れ

は
水
海
神
な
り
、
今
年
よ
り
疫
病
は
や
る
べ
く
、
わ
が
此
は
な
し
を

聞
も
の
幸
に
ま
ぬ
か
る
べ
く
、
四
分
六
分
と
て
六
分
は
生
き
四
分
は

死
す
べ
し
と
な
り
。

　

春
町
も
こ
の
流
言
飛
語
を
聞
き
知
り
、
作
中
の
一
挿
話
に
仕
立
て
た
わ

け
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
の
見
え
る
「
四
分
六
分
」
の
語
は
本
作

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
あ
る
い
は
当
初
の
外
題
に
採
ら
れ
た
ら
し
い
主

題
的
な
こ
と
ば
と
し
て
、座
頭
金
の
高
利
と
絡
め
た
掛
詞
と
な
っ
て
お
り
、

も
し
か
す
る
と
本
作
品
の
発
想
の
基
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
を
際
物
的
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
へ
の
当
て
込
み
と
す
る

な
ら
ば
、
や
は
り
本
作
は
安
永
五
年
頃
に
執
筆
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

二
点
目
は
、
六
丁
表
と
九
丁
裏
に
言
及
さ
れ
る
歌
舞
伎
役
者
に
つ
い
て

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

・ 

お
れ
が
心
に
し
た
が
ひ
な
さ
る
と
、
ま
ず
は
る
き
や
う
げ
ん
の
中

車
が
し
う
ち
を
う
ち
御
簾
で
見
せ
や
す
（
六
丁
表
）

・
小
佐
川
が
に
せ
ご
ぜ
の
や
う
に
、
目
が
あ
い
て
見
た
い
（
九
丁
裏
）

　

そ
れ
ぞ
れ
安
永
期
に
活
躍
し
て
い
た
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
市
川
中
車

（
二
代
目
市
川
八
百
蔵
、
中
車
は
俳
号
）
と
二
代
目
小
佐
川
常
世
の
取
り

込
み
で
あ
る
。
義
太
夫
語
り
か
ら
歌
舞
伎
界
に
入
っ
た
二
代
目
市
川
八
百

蔵
は
立
役
と
し
て
人
気
を
獲
得
し
、
役
者
評
判
記
『
役
者
男
風
流
』（
安

永
五
年
刊
）と『
役
者
世
鳳
凰
』（
安
永
六
年
刊
）で
そ
れ
ぞ
れ
立
役
の
上
々

吉
に
位
付
け
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
安
永
六
年
七
月
三
日
に
四
十
三

歳
で
病
死
し
て
い
る
。
作
中
に
て
言
及
さ
れ
る
春
狂
言
は
、
安
永
五
年
正

月
市
村
座
『
冠か
む
り
こ
と
ば
そ
が
の
ゆ
か
り

言
葉
曾
我
由
縁
』
の
鬼
王
団
三
郎
役
か
、
安
永
六
年
正
月

市
村
座
『
常つ
き
せ
ぬ
は
る
は
ご
ろ
も
そ
が

磐
春
羽
衣
曾
我
』
の
阿
漕
平
次
実
は
梶
原
と
梅
由
兵
衛
役
を

指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
代
目
小
佐
川
常
世
は
当
時
人
気
の
女
形
の

一
人
で
、『
役
者
世
鳳
凰
』（
安
永
六
年
刊
）
で
は
若
女
形
上
々
十
と
評
さ
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れ
て
い
る
。
作
中
の
「
に
せ
ご
ぜ
（
贋
瞽
女
）」
は
常
世
が
演
じ
た
役
柄

と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
あ
る
い
は
、
安
永
六
年
五
月
、
江
戸

市
村
座
で
『
奥
州
安
達
原
』
が
上
演
さ
れ
、
盲
目
に
な
る
女
性
袖
萩
を
常

世
が
演
じ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
盲
目
で
は
な
い
役
者
が
盲
目
役
を
演

じ
た
こ
と
を
“
贋
瞽
女
”
と
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
具

体
的
な
上
演
に
対
す
る
当
て
込
み
を
批
定
し
得
な
い
が
、
八
百
蔵
の
逝
去

の
時
期
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
前
後
に
『
其
昔
龍
神
噂
』
が
作
ら
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

三
点
目
と
し
て
、
本
作
の
春
町
署
名
に
附
さ
れ
た
印
記
に
注
目
し
た
い

【
図
版
一
】。
こ
れ
は
宮
永
啓
子
も
指
摘
し
て
い
る）

11
（

が
、
本
作
の
印
記
は

安
永
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
春
町
作
品
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
実
際
に
『
芋い
も
た
ら
う
へ
に
つ
き
は
な
し

太
郎
屁
日
記
咄
』【
図
版
二
】、『
間ま
ち
が
い
く
る
わ
あ
そ
び

違
曲
輪
遊
』

【
図
版
三
】
の
印
記
と
比
較
検
証
し
て
み
る
と
、
細
か
な
差
異
こ
そ
あ
れ
、

春
町
の
「
春
」
と
い
う
文
字
の
篆
書
を
図
案
化
し
た
も
の
と
し
て
近
似
し

て
い
る
。『
三さ
ん

幅ふ
く

対つ
い

紫
む
ら
さ
き

曾そ

我が

』【
図
版
四
】
で
は
印
記
そ
の
も
の
は
異
な

る
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
最
終
丁
の
春
町
自
画
像
の
背
中
に
同
様
の
印
が
描
か

れ
て
い
る
の
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
井
上
隆
明
も
、
本
作
を
「
絵

柄
や
印
記
の
か
た
ち
か
ら
し
て
お
そ
ら
く
安
永
七
年
ご
ろ
の
作
に
な
ろ

う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、『
其
昔
龍
神
噂
』
の
成
立
は
安

永
七
年
前
後
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か）

11
（

。

　

作
品
世
界
と
し
て
の
鳥
山
瀬
川
、
琵
琶
湖
の
水
神
に
関
す
る
巷
説
、
市

川
中
車
・
小
佐
川
常
世
の
取
り
込
み
、
春
町
署
名
の
印
記
と
い
っ
た
幾
つ

も
の
安
永
五
～
七
年
を
指
し
示
す
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
本
作
の
成
立
年
時
を
明
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。『
其
昔
龍
神
噂
』
の
成
立
は
安
永
六
～
七
年
頃
と
考
え

【図版一『其昔龍神噂』】【図版三『間違曲輪遊』】

【図版二『芋太郎屁日記咄』】【図版四『三幅対紫曾我』】
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て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
安
永
六
～
七
年
頃
に
成
立
し
た
本
作
が
、
な
ぜ
天
明
四
年

に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宮
永
氏
は
、
右
論
文
に
お
い
て
、

安
永
七
年
頃
に
一
度
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
天
明
四
年
に
再
板
さ
れ
た
と
記

す
が
、
初
板
本
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
棚
橋
正
博
氏
は
、

『
黄
表
紙
総
覧　

前
篇
』
に
お
い
て
、
安
永
七
年
頃
に
起
こ
っ
た
板
元
鱗

形
屋
孫
兵
衛
の
瓦
解
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
説
く）

11
（

。
そ
の
た
め
、
す
で
に
執

筆
を
終
え
て
い
た
本
作
は
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
春
町
自
身
の
黄
表
紙
執
筆
休
業
期
間
を
考
え
合
わ
せ
て
み
て
も
、
こ

の
説
に
説
得
力
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
外
題
『
其
昔
龍
神
噂
』
と
本
作
の

柱
刻
「
四
分
ろ
く
分
」
の
差
異
の
事
情
も
見
え
て
く
る
。
通
常
多
く
の
作

品
は
、
外
題
そ
の
ま
ま
か
そ
の
一
部
を
柱
刻
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
板
木

彫
刻
時
や
摺
り
の
段
階
で
別
作
品
と
間
違
え
た
り
紛
れ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
便
宜
的
に
揃
え
る
の
で
あ
る
。
安
永
七
年
頃
に
刊
行
予
定
で

あ
っ
た
折
に
予
定
し
て
い
た
外
題
に
は
、
柱
刻
に
あ
る
「
四
分
ろ
く
分
」

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
が
天
明
四
年
刊

行
時
に
新
た
な
外
題
が
付
け
直
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
す
で
に
数
年
前
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
題
材
で
あ
る
た
め
、「
其
昔
」
と
付
け
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、『
悪
抜
正
直
曾
我
』
の
成
立
時
期

　
『
悪あ
く

抜ぬ
き

正せ
う

直じ
き

曾そ

我が

』
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
鱗
形
屋
孫
兵
衛

か
ら
三
巻
三
冊
で
板
行
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加

賀
文
庫
所
蔵
本
に
遺
る
絵
題
簽
は
、
天
明
三
年
鱗
形
屋
の
統
一
意
匠
（
上

部
に
作
中
場
面
の
挿
絵
・
下
部
に
文
机
と
干
支
の
兎
の
図
・
机
上
の
文
に

作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ

と
は
揺
る
が
な
い
。
ま
た
、
序
文
末
に
「
卯
の
と
し
日
も
の
び
る
春
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
刊
年
は
明
確
で
あ
る
が
、
本
作
は
も
と
も
と
天
明
二

年
に
板
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
棚
橋
正
博
氏
は
『
黄
表
紙
総

覧　

前
編
』
に
お
い
て
、
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
の
天
明
二
年
鱗
形
屋
版

『
八や
わ
た
ぐ
ろ
ち
よ
〳
〵
ら
せ
ん
に
ん

幡
黒
晒
落
仙
人
』
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
新
版
目
録
を
紹
介
し
て
い
る）

1（
（

が
、
そ
こ
に
「
悪
抜
正
直
曽
我　

三
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

併
記
さ
れ
た
七
作
品
も
ま
た
、
二
年
で
は
な
く
翌
三
年
板
行
に
延
期
さ
れ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
延
期
は
板
元
鱗
形
屋
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
棚
橋
氏
は
述
べ
て
い
る
。

　

本
作
は
外
題
に
明
記
さ
れ
る
通
り
、
曽
我
も
の
の
作
品
で
あ
り
、
春
町

に
と
っ
て
は
『
三さ
ん
ふ
く
つ
い
む
ら
さ
き
そ
が

幅
対
紫
曽
我
』（
安
永
七
年
刊
）
に
次
ぐ
曽
我
の
世
界

で
あ
る
。
そ
の
影
印
・
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
表
紙
『
悪
抜
正
直
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曾
我
』
翻
刻
と
注
釈
」（『
澁
谷
近
世
』
第
二
十
九
号
・
令
和
五
年
三
月
・

國
學
院
大
學
近
世
文
学
会
）
に
備
わ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

梗
概
を
記
す
。

　

河
津
三
郎
が
討
た
れ
た
後
、
工
藤
に
領
地
を
横
領
さ
れ
た
兄
弟
の
こ
と

を
、
鬼
王
新
左
衛
門
だ
け
が
残
っ
て
世
話
し
て
い
た
。
兄
十
郎
は
煙
草
屋

伊
勢
屋
の
世
話
で
煙
草
入
れ
の
細
工
を
し
て
暮
ら
し
、
弟
箱
王
丸
は
箱
根

の
別
当
に
預
け
ら
れ
た
。
箱
根
の
別
当
は
箱
王
が
寺
侍
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

男
色
を
迫
り
早
く
山
を
下
り
る
よ
う
に
仕
向
け
た
。
あ
る
時
箱
根
を
詣
で

た
工
藤
祐
経
も
、
早
く
下
山
し
て
侍
に
な
る
よ
う
に
と
、
箱
王
に
中
木
作

り
の
太
刀
を
授
け
る
。
箱
王
丸
は
十
六
歳
に
な
っ
て
山
を
下
り
、
元
服
し

て
五
郎
時
致
と
名
乗
る
。
一
方
、
兄
弟
の
母
満
江
御
前
は
、
曽
我
太
郎
祐

信
と
婚
姻
を
結
ぶ
。
十
郎
は
祐
信
か
ら
羽
織
を
貰
い
、
大
磯
の
廓
へ
遊
び

に
出
か
け
る
。
五
郎
は
小
林
朝
比
奈
ら
と
鎌
倉
山
下
の
切
見
世
で
遊
興
に

耽
り
、
次
第
に
借
金
が
か
さ
ん
で
中
木
作
り
の
太
刀
を
質
に
入
れ
る
が
、

質
流
れ
し
て
し
ま
う
。
五
郎
は
蔵
宿
を
騙
し
て
金
を
借
り
、
和
田
義
盛
が

大
磯
で
酒
盛
り
を
し
て
い
る
処
に
出
向
い
て
太
刀
を
取
り
返
そ
う
と
す
る

が
、
利
息
分
が
払
え
な
い
。
蔵
宿
の
返
済
も
滞
る
と
、
つ
い
に
祐
信
は
兄

弟
も
ろ
と
も
勘
当
し
て
し
ま
う
。
そ
の
届
の
た
め
鎌
倉
の
決
断
所
に
来
た

鬼
王
は
、
富
士
裾
野
で
頼
朝
が
巻
狩
り
を
催
す
こ
と
を
知
る
。
五
月
下
旬

と
な
り
、
兄
弟
と
鬼
王
ら
は
狩
場
に
忍
び
込
む
。
兄
弟
は
鬼
王
ら
に
両
親

へ
の
形
見
を
託
し
て
、
曽
我
へ
帰
す
。
一
方
、
頼
朝
は
弱
っ
た
猪
を
仁
田

四
郎
に
狩
ら
せ
る
。
兄
弟
は
祐
経
の
寝
間
に
侵
入
す
る
が
、
祐
経
は
御
教

書
を
兄
弟
に
返
し
、
全
て
の
こ
と
は
兄
弟
が
立
派
な
武
士
に
育
つ
た
め
の

仕
儀
で
あ
っ
た
と
告
げ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
大
藤
内
は
春
町
に
話
し
て

聞
か
せ
た
の
だ
っ
た
。

　

毎
年
正
月
上
演
を
恒
例
と
す
る
曽
我
狂
言
や
謡
曲
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

た
『
曽
我
物
語
』
の
著
名
な
挿
話
・
場
面
を
取
り
上
げ
て
作
を
物
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。本
作
の
趣
向
は
外
題
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

曽
我
物
語
の
世
界
に
登
場
す
る
悪
役
（
悪
人
）
を
み
な
変
性
さ
せ
、
実
は

兄
弟
の
こ
と
を
気
遣
う
正
直
者（
善
人
）で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
最
終
的
に
仇
討
は
回
避
さ
れ
、
兄
弟
は
立
派
な
武
士
に
な
る

と
い
う
、
ま
こ
と
に
正
月
ら
し
い
め
で
た
い
草
双
紙
と
し
て
結
実
す
る
。

　

さ
て
、
本
作
十
二
ウ
・
十
三
オ
に
「
…
…
な
ん
ぼ
ほ
ね
を
お
つ
て
も
む

ら
さ
き
そ
が
と
び
い
ろ
そ
が
ほ
ど
に
ハ
お
ち
は
こ
ぬ
」
と
い
う
文
が
見
え

る
。
こ
れ
は
、
先
行
す
る
春
町
の
『
三
幅
対
紫
曽
我
』
や
喜
三
二
の
『
染そ
め

直な
お
し

鳶と
び

色い
ろ

曽そ

我が

』（
天
明
二
年
刊
）
ほ
ど
上
手
く
滑
稽
化
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
春
町
の
楽
屋
落
ち
の
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
行
作
を
意
識

し
て
本
作
を
執
筆
し
た
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
春
町
作
品
だ
け
で
い
う
と
、『
三
幅
対
』
は
「
曽
我
の
世
界
に
仮

託
し
て
実
在
の
人
物
を
あ
て
、
巷
間
話
題
と
な
っ
た
大
名
の
町
人
的
遊
興
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振
り
を
諷
す
る
と
こ
ろ
に
眼
目
が
あ
っ
た
」（『
黄
表
紙
総
覧　

前
編
』

一
〇
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
曽
我
の
世
界
が
当
世
的
趣
向
に
よ
っ
て
大

き
く
解
体
し
て
い
く
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
悪
抜
』
は
曽
我
の
登

場
人
物
を
へ
ん
ち
き
論
的
に
解
釈
し
直
す
方
法
で
、
当
世
的
要
素
を
多
く

散
り
ば
め
な
が
ら
も
物
語
は
ほ
ぼ
原
作
の
通
り
展
開
し
、
当
世
的
に
解
体

す
る
こ
と
な
く
、
曽
我
の
世
界
の
ま
ま
集
約
し
て
い
く
作
品
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
鱗
形
屋
か
ら
板
行
さ
れ
た
こ
れ
ら
春
町
と
喜
三
二
の

曽
我
も
の
黄
表
紙
は
み
な
呼
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
刊
行
順
に
並
べ
て
み
る
。

○
喜
三
二
『
珍め
づ
ら
し
い
こ
ん
だ
て
そ
が

献
立
曽
我
』（
安
永
六
年
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
春
町
『
三さ
ん
ぷ
く
つ
い
む
ら
さ
き
そ
が

幅
対
紫
曾
我
』（
安
永
七
年
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
喜
三
二
『
染そ
め
な
お
し
と
び
い
ろ
そ
が

直
鳶
色
曽
我
』（
天
明
二
年
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

○
春
町
『
悪
抜
正
直
曾
我
』（
天
明
三
年
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
）

　

曽
我
も
の
の
先
蹤
は
喜
三
二
『
珍め
づ
ら
し
い
こ
ん
だ
て
そ
が

献
立
曽
我
』（
安
永
六
年
刊
）
で
、

そ
れ
に
呼
応
し
て
春
町
は
翌
年
『
三
幅
対
紫
曽
我
』
を
発
表
す
る
。
そ
し

て
、
更
に
そ
の
春
町
作
品
に
対
し
て
喜
三
二
は
『
染
直
鳶
色
曽
我
』
を
出

す
。「
染
直
」
の
語
は
染
織
用
語
に
托
し
て
、
春
町
作
品
に
呼
応
す
る
形

で
再
び
ま
た
曽
我
も
の
を
物
し
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本

作
『
悪
抜
』
は
作
中
に
『
染
直
』
の
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
る
こ
と
で
も
う
一

度
喜
三
二
作
品
に
呼
応
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、本
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

最
初
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
作
の
刊
年
が
天
明
三
年
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、
作
中
の
ト
ピ
ッ
ク
を
検
討
し
て
み
る
と
成
立
時
期
は
安
永
期

に
遡
っ
て
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

四
ウ
・
五
オ
の
場
面
で
、
箱
王
の
元
服
を
行
う
髪
結
が
「
こ
ん
ど
の
開

て
ふ
ハ
ぜ
ん
光
寺
ほ
ど
に
ハ
い
き
ま
す
ま
い
。
な
ん
だ
か
此
ご
ろ
ハ
し
ば

い
が
と
ん
だ
こ
と
さ
…
…
」
と
話
す
部
分
に
注
目
し
た
い
。
前
半
は
開
帳

の
話
題
、
後
半
は
歌
舞
伎
芝
居
の
話
題
を
呟
い
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
前
半
部
の
「
こ
ん
ど
の
開
て
ふ
（
開
帳
）」
だ
が
、
記
さ
れ
た
内

容
か
ら
推
測
す
る
に
、
江
戸
府
内
で
催
さ
れ
た
あ
る
出
開
帳
が
善
光
寺
の

出
開
帳
ほ
ど
は
盛
況
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
発
言
で
あ
り
、
春
町

得
意
の
当
世
ト
ピ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
比
留
間
尚
氏
の
「
江

戸
の
開
帳
年
表
」
を
見
る
と
、
安
永
七
年
六
月
一
日
か
ら
曽
我
兄
弟
ゆ
か

り
の
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る）

11
（

。『
武
江
年
表
』
安
永

七
年
の
条
を
引
く
と
、「
○
六
月
朔
日
よ
り
、
御
蔵
前
八
幡
宮
に
て
、
駿

州
富
士
裾
野
曽
我
八
幡
宮
曽
我
兄
弟
の
像
（
現
人
神
）
玉
渡
明
神
（
虎
御

前
也
）
開
帳
」
と
あ
る）

11
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
善
光
寺
の
開
帳

も
ま
た
、
曾
我
開
帳
と
同
じ
安
永
七
年
六
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。『
武

江
年
表
』
に
は
そ
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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○ 

同
日
（
六
月
朔
日
）
よ
り
同
七
月
十
七
日
ま
で
、
回
向
院
に
て
信

州
善
光
寺
弥
陀
如
来
開
帳
（
此
の
時
、
開
帳
繁
昌
し
て
諸
人
群
れ

を
な
す
。
暁
七
時
頃
よ
り
棹
の
先
に
提
灯
多
く
と
も
し
つ
れ
て
、

高
声
に
念
仏
を
唱
へ
て
参
詣
す
る
者
多
し
（
中
略
）
鬼
娘
と
云
へ

る
見
せ
も
の
な
ど
、
い
づ
れ
も
見
物
多
く
賑
ひ
し
と
ぞ）

11
（

。）

　

両
国
回
向
院
で
行
わ
れ
た
開
帳
の
殷
賑
の
さ
ま
を
写
し
て
い
る
。
全
く

同
時
期
に
曽
我
と
善
光
寺
の
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
悪

抜
正
直
曾
我
』
の
髪
結
の
言
葉
は
ま
さ
に
安
永
七
年
六
月
の
ト
ピ
ッ
ク
を

指
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
こ
ん
ど
の
開
て
ふ
」
が
安
永
七
年
の
出
来
事
と
す
る
と
、
髪
結
の
発

言
の
後
半
部
「
此
ご
ろ
ハ
し
ば
い
が
と
ん
だ
こ
と
」
も
、
同
年
の
歌
舞
伎

界
の
事
件
・
騒
動
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
調
べ
る
と
、

同
年
も
っ
と
も
評
判
と
な
っ
た
の
は
、
五
代
目
市
川
団
十
郎
と
二
代
目
松

本
幸
四
郎
と
の
確
執
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
記
さ
れ
て
い

る）
11
（

。
そ
こ
に
引
か
れ
る
初
代
中
村
仲
蔵
の
『
秀
鶴
日
記
』
の
文
章
は
二
人

の
確
執
の
詳
細
を
今
に
伝
え
る
資
料
で
あ
る
が
、
要
は
四
代
目
団
十
郎
の

秘
蔵
弟
子
で
あ
っ
た
幸
四
郎
が
、
五
代
目
団
十
郎
の
不
倫
事
件
に
つ
け
こ

み
、実
子
高
麗
蔵
に
団
十
郎
の
名
跡
を
継
が
せ
よ
う
と
密
か
に
画
策
し
た
、

言
わ
ば
内
紛
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
確
執
が
昂
じ
て
、
八
月

二
十
七
・
二
十
八
日
の
両
日
、
中
村
座
の
『
伊だ
て
く
ら
べ
お
く
に
か
ぶ
き

達
競
阿
国
戯
場
』
舞
台
上

で
の
大
騒
動
へ
と
結
実
し
、
広
く
巷
間
へ
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人

気
役
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
り
、
観
客
に
お
い
て
大
評
判
と
な
っ
た
ら

し
い
。『
秀
鶴
日
記
』
の
記
事
を
引
く
。

…
…
廿
七
日
、
舞
台
に
て
幸
四
郎
悪
事
の
段
々
口
上
に
く
わ
し
く
申

候
ゆ
ゑ
、
見
物
ハ
勿
論
、
裏
方
楽
屋
の
者
共
あ
き
れ
果
申
候
。
廿
八

日
又
々
右
の
口
上
を
申
、
舞
台
に
居
合
候
半
四
郎
に
向
ひ
、
ヤ
イ
お

た
ふ
く
浅
岡
め
、
お
の
れ
が
兄
の
民
部
め
ハ
大
悪
人
だ
と
お
れ
が
い

つ
た
と
い
へ
、お
た
ふ
く
め
、と
二
度
ま
で
半
四
郎
に
申
せ
し
ゆ
ゑ
、

か
ん
し
や
く
持
の
半
四
郎
、
少
々
色
め
き
み
し
ゆ
ゑ
、
居
合
た
る
宗

三
郎
、
モ
シ
親
方
と
支
へ
け
れ
ば
、
お
の
れ
ハ
身
が
方
の
飯
焚
め
、

引
こ
ん
で
う
し
や
う
と
つ
き
の
け
、
お
た
ふ
く
此
様
子
を
兄
へ
云
つ

け
ろ
と
い
ふ
て
、
其
座
を
蹴
立
て
引
込
け
れ
ば
、
楽
屋
の
騒
動
大
方

な
ら
ず
、
す
ぐ
に
打
出
し
、
早
速
太
夫
元
よ
り
三
升
へ
ハ
暇
の
使
相

立
申
候）

11
（

　

幸
四
郎
が
団
十
郎
に
対
す
る
悪
口
雑
言
を
吐
き
散
ら
し
、
他
の
役
者
も

巻
き
込
ん
で
楽
屋
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
団
十
郎
は
す
ぐ
に
中
村
座
を
退
座
し
た
こ
と
が
立
川
焉
馬
著
『
歌
舞

妓
年
代
記
』
に
も
見
え
て
い
る）

11
（

。
春
町
は
、
ま
さ
に
『
正
直
曽
我
』
執
筆

中
に
起
き
た
梨
園
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暗
に
匂
わ
せ
る
よ
う
に
記
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
安
永
七
年
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
た
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ト
ピ
ッ
ク
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
作
は
安
永
七
年
中
に
成
立
し
た

も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
ほ
ど
成
立
時
期
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
作
中
の
歌
舞
伎
役
者
に
関
す
る
言
及
が
二
点
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

○
…
…
新
車
が
団
三
郎
と
い
ふ
ば
を
こ
ぢ
つ
け
よ
う
（
八
ウ
・
九
オ
）

○ 

な
ん
だ
か
あ
の
さ
む
ら
い
は
正
月
や
と
い
ふ
し
う
た
ん
だ
（
十
二

ウ
・
十
三
オ
）

　

ま
ず
前
者
の
「
新
車
」
は
二
代
目
市
川
門
之
助
の
俳
号
で
あ
る
。
明
和

か
ら
天
明
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
当
代
の
人
気
役
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と

い
う
。
新
車
の
演
じ
た
鬼
王
団
三
郎
が
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
右

の
発
言
で
あ
る
が
、
彼
が
団
三
郎
を
演
じ
た
舞
台
は
、
安
永
期
に
は
二
回

存
在
し
た
。
一
回
目
は
安
永
五
年
正
月
森
田
座
の
『
其そ
の
き
や
う
だ
い
ふ
じ
の
す
が
た
み

兄
弟
富
士
姿
見
』

で
曽
我
五
郎
と
壇
三
郎
を
、
二
回
目
は
安
永
八
年
正
月
中
村
座
の
『
御ご
ひ

摂ゐ
き

ね
ん
ね
ん

曽そ

我が

』
で
箱
王
と
団
三
郎
を
、
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
悪

抜
正
直
曾
我
』
が
安
永
七
年
成
立
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
春
町
の
念
頭
に
は

「
富
士
姿
見
」
の
新
車
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

後
者
の
「
正
月
や
」
は
、
二
代
目
坂
田
半
五
郎
の
屋
号
で
あ
る
。
寛
延

か
ら
天
明
期
ま
で
活
躍
し
た
人
物
で
、
三
都
実
悪
の
随
一
と
呼
ば
れ
た
役

者
で
あ
っ
た
。
彼
は
上
方
役
者
で
あ
る
が
、
安
永
二
年
か
ら
江
戸
へ
下
っ

て
長
い
間
江
戸
の
舞
台
に
立
っ
た
。
本
作
中
の
「
正
月
や
と
い
ふ
し
う
た

ん
」
は
安
永
二
～
七
年
の
間
の
江
戸
に
お
け
る
狂
言
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
舞
台
で
あ
る
の
か
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
曽
我
狂
言
だ
と
す
る
と
、
安
永
六
年
市
村
座
の

『
常つ
き
せ
ぬ
は
る
は
ご
ろ
も
そ
が

磐
春
羽
衣
曽
我
』
に
お
け
る
漁
師
白
龍
実
は
三
保
谷
四
郎
と
梶
原
平

三
景
時
（
二
役
）
か
、
安
永
七
年
二
月
市
村
座
の
『
穠こ
き
ま
ぜ
て
た
か
お
そ
が

木
交
高
尾
曽
我
』

の
い
ば
ら
弾
正
本
名
大
友
常
陸
之
助
と
亀
山
蔵
人
（
二
役
）
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
が
、
限
定
は
で
き
な
い
。
毎
年
の
歌
舞
伎
評
判
記
に
も
実
悪
や

立
役
、
敵
役
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
控
え
め

に
言
っ
て
、
安
永
期
の
江
戸
の
観
客
に
と
っ
て
半
五
郎
は
き
わ
め
て
印
象

深
い
下
り
役
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
新
た
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
先
に
も
引

い
た
十
二
ウ
・
十
三
オ
の
「
…
…
な
ん
ぼ
ほ
ね
を
お
つ
て
も
む
ら
さ
き
そ

が
と
び
い
ろ
そ
が
ほ
ど
に
ハ
お
ち
は
こ
ぬ
」
の
一
節
と
の
齟
齬
で
あ
る
。

喜
三
二
作
『
染
直
鳶
色
曽
我
』
が
天
明
二
年
板
行
で
あ
る
と
す
る
と
、
本

作
の
成
立
は
天
明
二
年
中
で
な
い
と
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
実
は
、
こ
の
『
鳶
色
曽
我
』
も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
安
永
八
年

初
版
説
が
指
摘
さ
れ
る
作
品
で
あ
っ
た）

11
（

。『
黄
表
紙
総
覧
』
に
お
い
て
そ

の
諸
説
を
整
理
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
棚
橋

氏
は
『
鳶
色
曽
我
』
の
成
立
は
安
永
八
年
頃
で
、
板
行
が
天
明
二
年
に
ず
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れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
『
正
直
曽
我
』
も
、

同
様
の
経
緯
で
板
行
が
延
期
さ
れ
た
末
に
天
明
三
年
に
日
の
目
を
見
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
本
作
中
に
見
え
る
『
鳶
色
曽
我
』

へ
の
言
及
は
、
天
明
三
年
板
行
前
の
内
容
改
変
に
よ
る
入
木
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
天
明
二
年
の
『
鳶
色
曽
我
』
板
行
を
享
け
て
本
作
の
当
該

部
分
に
修
整
が
施
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。『
正
直
曽

我
』
に
は
序
文
（
一
オ
）
末
の
「
卯
の
と
し
日
も
の
び
る
春
」
と
い
う
天

明
三
年
を
示
す
文
言
の
訂
正
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
板
行
に
当
た
っ
て
板
木

に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
と
め
て
み
る
と
、
本
作
の
成
立
は
安
永
七
年
中
、
板
行
が
天
明
三
年

正
月
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

春
町
作
黄
表
紙
の
成
立
及
び
刊
行
の
時
期
に
つ
い
て
、
先
行
調
査
・
研

究
が
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
整
理
・
紹
介
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言

及
の
多
く
な
か
っ
た
『
悪
抜
正
直
曾
我
』
と
『
其
昔
龍
神
噂
』
の
成
立
時

期
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
た
。

　

改
め
て
こ
れ
ら
を
総
瞰
的
に
見
直
し
て
み
る
と
、
安
永
四
年
の
初
作
二

作
品
を
別
と
し
て
、
無
署
名
作
品
は
、
鱗
形
屋
の
瓦
解
に
伴
う
緊
急
避
難

的
措
置
と
し
て
、
や
や
粗
雑
に
作
中
署
名
を
削
ら
れ
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
安
永
九
年
『
不
物
好
持
た
が
病
』、
天
明
元
年
『
無
題
記
』
は

鱗
形
屋
に
配
慮
し
て
無
署
名
の
袋
入
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、『
悪
抜
正
直
曾
我
』
も
『
其
昔
龍
神
噂
』
も
、
安
永
六
・
七
年

頃
に
は
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
鱗
形
屋
の
営
業
停
止
に
よ
る

影
響
で
刊
行
は
見
送
ら
れ
、
数
年
後
の
鱗
形
屋
再
開
に
合
わ
せ
て
刊
行
す

る
機
会
を
得
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

取
り
も
直
さ
ず
、
春
町
作
品
の
成
立
と
刊
行
時
期
に
関
す
る
問
題
と
い

う
の
は
、
安
永
八
～
九
年
の
春
町
の
活
動
休
止
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸

事
情
に
関
連
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
白
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

注（１
） 

拙
稿
「
恋
川
春
町
の
戯
作
意
識
と
方
法
」（『
日
本
文
学
論
究
』
第
七
十
六
冊
・
平

成
二
十
九
年
三
月
・
國
學
院
大
學
國
文
學
會
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
） 

浜
田
義
一
郎
「
恋
川
春
町　

─
倉
橋
家
文
書
お
よ
び
二
三
の
考
察
」（『
国
語
と
国

文
学
』
三
十
六
巻
八
号
・
昭
和
三
十
四
年
八
月
）・
後
に
『
江
戸
文
藝
攷
』（
昭
和

六
十
三
年
・
岩
波
書
店
）
に
収
録
。

（
３
） 

宇
田
敏
彦
「
春
町
の
『
鎌
倉
太
平
序
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』

第
十
三
号
・
昭
和
五
十
二
年
・
早
大
文
学
部
暉
峻
研
究
室
）
に
春
町
の
絵
柄
・
字

癖
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
４
） 
詳
細
を
記
す
と
『
妖
怪
仕
内
評
判
記
』
は
大
久
保
葩
雪
編
「
増
補
青
本
年
表
」
に
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て
春
町
作
・
画
と
明
記
す
る
が
、そ
の
他
の
年
表
類
は
画
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
。

『
腹
京
師
食
物
合
戦
』
は
朝
倉
無
声
著
『
日
本
小
説
年
表
』、
同
撰
『
新修
日
本
小

説
年
表
』、
山
崎
麓
編
「
日
本
小
説
書
目
年
表
」
に
お
い
て
春
町
画
と
す
る
が
、
作
・

画
と
ま
で
は
断
定
し
て
い
な
い
。『
甚
三
紅
絹
由
来
』
も
「
日
本
小
説
書
目
年
表
」

に
て
春
町
画
と
し
て
い
る
。

（
５
） 『
不
物
好
持
た
が
病
』は
作
者
・
画
工
署
名
こ
そ
な
い
が
、十
五
ウ
の
本
文
中
に「
…
…

作
者
と
画
工
こ
ね
ま
ぜ
の
金
を
恋
川
は
る
町
が
（
中
略
）
そ
の
ま
ま
書
し
る
し
て

…
…
」
と
あ
り
、
春
町
作
・
画
を
明
示
す
る
。『
無
題
記
』
は
作
中
に
作
者
・
画

工
を
示
す
も
の
は
な
い
が
、『
御
存
商
売
物
』（
天
明
二
年
刊
）・『
長
生
見
度
記
』（
天

明
三
年
刊
）
ほ
か
数
多
く
の
作
品
に
お
い
て
春
町
作
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

（
６
） 『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
三
巻
第
一
号
（
令
和
四
年
一
月
・
國
學
院
大
學
）
所
収
。

（
７
） （
２
）
と
同
論
文
。

（
８
） 

宮
永
啓
子
「
恋
川
春
町
の
黄
表
紙
に
於
け
る
書
誌
学
上
の
問
題
」（『
国
文
（
お
茶

の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
）』
第
十
三
号
・
昭
和
三
十
五
年
二
月 

所
収
）

（
９
） 

浜
田
義
一
郎
「『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
出
版
の
時
期
」（『
天
明
文
学　

─
資
料
と

研
究
』
浜
田
義
一
郎
編
・
昭
和
五
十
四
年
・
東
京
堂
出
版 

収
録
「
偶
観
抄
」
初
出
・

後
に
『
江
戸
文
藝
攷
』
昭
和
六
十
三
年
・
岩
波
書
店
）
に
収
録
。

（
10
） 

安
永
八
年
説
は
諸
年
表
が
み
な
八
年
の
条
に
掲
載
す
る
こ
と
に
拠
る
が
、
そ
の
根

拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
安
永
九
年
説
は
本
文
に
記
し
た
通
り
。
天
明
元
年
説

は
宇
田
敏
彦
氏
に
よ
る
画
風
の
変
遷
を
根
拠
に
批
定
し
た
も
の
。

（
11
） 

日
本
書
誌
学
大
系
48
（
１
）『
黄
表
紙
総
覧　

前
編
』（
棚
橋
正
博
著
・
昭
和

六
十
一
年
・
青
裳
堂
書
店
）

（
12
） 

日
本
古
典
文
学
全
集
46
『
黄
表
紙 

川
柳 

狂
歌
』（
浜
田
義
一
郎
ほ
か
校
注
・
昭

和
四
十
六
年
・
小
学
館
）

（
13
） （
３
）
と
同
論
文
。

（
14
） 『
日
本
文
学
論
究
』第
七
十
八
冊（
平
成
三
十
一
年
三
月
・
國
學
院
大
學
國
文
學
會
）

所
収
。

（
15
） 

鈴
木
暢
幸
著
『
江
戸
時
代
小
説
史
』（
昭
和
七
年
・
教
育
研
究
会
）

（
16
） 

森
銑
三
著
『
黄
表
紙
解
題
』（
昭
和
四
十
七
年
・
中
央
公
論
社
）

（
17
） 

古
典
文
庫
214
『
黄
表
紙
集
Ⅰ
』（
水
野
稔
編
・
昭
和
四
十
四
年
・
古
典
文
庫
）

（
18
）『
鼠
璞
十
種
』
中
巻
（
昭
和
五
十
三
年
・
中
央
公
論
社
）

（
19
） 『
続
燕
石
十
種
』
第
一
巻
（
昭
和
五
十
五
年
・
中
央
公
論
社
）

（
20
） 『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
（
原
田
伴
彦
ほ
か
編
・
平
成
元
年
・
三
一

書
房
）

（
21
） 『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
一
巻
（
浜
田
義
一
郎
ほ
か
編
・
昭
和
六
十
三
年
・
岩
波

書
店
）

（
22
） 

中
山
太
郎
著
『
日
本
盲
人
史
』（
昭
和
九
年
・
昭
和
書
房
）・
後
に
中
山
太
郎
民
俗

シ
リ
ー
ズ
９
『
日
本
盲
人
史
』（
昭
和
六
十
年
・
パ
ル
ト
ス
社
）
に
収
録
。

（
23
） 

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表
』
昭
和
三
十
四
年
・
岩
波
書
店

（
24
） 

高
木
元
著
『
江
戸
読
本
の
研
究
』（
平
成
七
年
・
ぺ
り
か
ん
社
）

（
25
） （
８
）
と
同
論
文
。

（
26
） 

井
上
隆
明
著
『
喜
三
二
戯
作
本
の
研
究
』（
昭
和
五
十
一
年
・
三
樹
書
房
）

（
27
） （
21
）
と
同
書
。

（
28
） （
８
）
と
同
論
文
。

（
29
） 

ち
な
み
に
天
明
期
の
春
町
作
に
見
ら
れ
る
印
記
に
つ
い
て
補
記
す
る
。
印
記
の
あ

る
も
の
だ
け
を
拾
う
と
、『
我
頼
人
正
直
』（
天
明
二
年
刊
）
に
は
丸
に
陰
陽
の
印

【
図
版
五
】。『
吉
備
能
日
本
智
恵
』（
天
明
四
年
刊
）
に
は
四
角
に
岩
の
字
【
図

版
六
】。『
萬
載
集
著
微
来
歴
』（
天
明
四
年
刊
）
に
は
高
坏
図
に
「
フ
ラ
チ
」
と

書
き
込
ま
れ
た
印
記
【
図
版
七
】
と
い
う
よ
う
に
、
作
品
ご
と
に
異
な
る
印
影
を

見
せ
て
い
る
。ま
た
、『
悦
贔
屓
蝦
夷
押
領
』（
天
明
八
年
刊
）・『
鎌
倉
太
平
序
』（
天

明
八
年
刊
）・『
鸚
鵡
返
文
武
二
道
』（
寛
政
元
年
刊
）
は
と
も
に
盃
が
描
か
れ
た

印
記
【
図
版
八
】
で
あ
る
。『
其
昔
龍
神
噂
』
の
印
記
は
天
明
期
の
も
の
と
は
異

な
り
、
明
ら
か
に
安
永
七
年
版
を
指
し
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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（
30
） （
９
）
と
同
書
。

（
31
） （
９
）
と
同
書
。

（
32
） 『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
二
巻
（
西
山
松
之
助
編
・
昭
和
四
十
八
年
・
吉
川
弘
文
館
）

に
収
録
。

（
33
） 

東
洋
文
庫
116
『
増
補
武
江
年
表
Ⅰ
』（
金
子
光
晴
校
訂
・
昭
和
四
十
三
年
・
平
凡
社
）

（
34
） （
33
）
と
同
書
。

（
35
） （
23
）
と
同
書
。

（
36
） （
23
）
と
同
書
。

（
37
） 『
歌
舞
妓
年
代
記
』（
吉
田
瑛
二
校
訂
・
大
正
十
五
年
・
宝
文
館
）

（
38
） （
９
）
と
同
書
。

※ 

論
文
中
に
引
用
し
た
図
版
は
『
我
頼
人
正
直
』
と
『
吉
備
能
日
本
智
恵
』
は
東
京
都

立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
本
、
そ
れ
以
外
は
全
て
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を

用
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【図版五『我頼人正直』】【図版七『萬載集著微来歴』】

【図版六『吉備能日本智恵』】【図版八『悦贔屓蝦夷押領』】


